
                                             

 
平成３０年１２月１９日 
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◎ 主な問い合わせ先 

■実施日時 ：平成３０年１２月２１日（金） １３:００～１６:３０ 

■集合場所 ：四国山地砂防事務所 重信川砂防出張所  

■点検場所 ：重信川砂防出張所管内の工事現場（別紙１参照） 

■講評会場 ：重信川砂防出張所 会議室 

■行  程 ：別紙２参照 

■点 検 者 ：四国山地砂防事務所、松山労働基準監督署 

※小雨決行（中止の場合は事前に出席報告を受けている方に連絡いたします。） 

【問い合わせ先】 

  国土交通省 四国地方整備局 四国山地砂防事務所   

副  所  長       白石 隆    （内線204）電話：0883-72-5400 

工  務  課  長   有田 由高 （内線311）電話：0883-72-5401 

  ◎重信川砂防出張所長 郷田 正博 （内線999）電話：089-964-2126 

現在工事中の重信川直轄砂防事業の工事現場において、松山労働基準監督署と国土交通

省職員、工事施工業者による合同安全パトロールを実施します。 

松山労働基準監督署管内では、昨年度に比べ土木工事業における労働災害は 9.5％(11

月末現在)も増加しており、近年の中でも労働災害が多発している年となっています。 

その発生している労働災害の大半が「墜落・転落」によるものであり、これからの季節、

降雪・凍結により「墜落・転落」の危険性がより一層高まることが懸念されます。 

今回のパトロールでは、国土交通省の女性職員により、女性職員ならではの細やかな視点か

らの安全衛生面のチェックも含めてパトロールを行います。 

パトロール後は、討議会や安全講話を通して安全意識の向上を図ります。 

※本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト【No.1南海トラフ地震を始めとする大規模自

然災害等への「支国」防災力向上プロジェクト】の取り組みに関連します。 

労働安全衛生・工事施工の専門家による安全パトロールを実施 

～年末年始に向けて労働災害をゼロとするために～ 
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別紙２  

【行程】 

 平成30年12月21日（金） 

予定時刻 行   程 

～ 13:00 四国山地砂防事務所 重信川砂防出張所 集合 

13:10 ～ 13:20 移動 

13:20 ～ 13:40 パトロール（荒木谷堰堤改良工事現場） 

13:40 ～ 13:50 移動 

13:50 ～ 15:10 パトロール（池ヶ谷法面対策工事現場） 

15:10 ～ 15:20 移動 

15:20 ～ 16:00 討議会・講評（重信川砂防出張所 会議室） 

16:00 ～ 16:30 安全講話（重信川砂防出張所 会議室） 

 ※現場パトロールの時間は、現地状況などにより多少前後する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安全パトロールの実施状況(イメージ) 



                                             

 

 

当現場は、大規模な法面崩壊が生じてい 

る法面の最上部付近である。 

施工場所の問題からダンプ等の重機によ 

る資材の運搬は困難であるため、索道を使 

用しており、「資材の落下による事故」が 

懸念される。 

また、足場の設置位置は池ヶ谷堰堤袖部 

の天端から約１００ｍほどの高低差があり 

転落した場合は、大事故となる。 

このため、「墜落・転落・滑落事故」が 

懸念される。 

 

 

 

当現場へは、急勾配な山道を通るため冬 

期においては、降雪・凍結による「スリッ 

プ事故」が懸念される。 

既設コンクリートの切断には、ワイヤー 

ソ―工法を使用しており、狭い足場内に機 

械を設置するため「巻き込まれ事故」が懸 

念される。 

また、足場最上段での高所作業となるた 

め「墜落・転落事故」についても懸念され 

る。 
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 池ヶ谷法面対策工事現場の概要 

 荒木谷堰堤改良工事現場の概要 

←拡大写真 

高 低 差 

約 100ｍ 




